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けるより大きいにもかかわらず活動電位には顕著な変化

がみとめられなかった．このことは，酸素化Co－Hisは

細胞膜の受動的イオン移動に著しくは影響しないことを

しめしている．

 5）bis・histidinato－C・（II）錯体形成反応の平衡定数

は相当高い（log K；11．6～13．9）ことが知られている

が，さらに微量のHistidineやC・イオンの作用がP．1．

A・に関係しているかどうかを検討した．PO、一定の条

件下におけ’る1～IOmM／lのし－Histidine－Ringer漁ま

心房筋条片の張力に影響をあたえず， e．7mM／lの

cobaltous chloride－Ringer液で張力の減小がおきた．

両者には張力を増大させる作用がみられないことから，

酸素化Co－HisのP・1・A・は微量に遊離したHistidine

やCdまたは分子内にふくまれているそれらの作用によ

るものではない．

 6）以上の実験成績より，酸素化Co－Hisの心筋に対

するpositive inotroPic actionは，主としてbis－histi－

dinato－Co（II）と可遊的に結合した酸素によるものであ

ると結論される．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は，bis－histidinato－c・balt（II）の心筋に対するpositive inotropic acti・nの機序を解明したもの

で，医学上価値ありと認める．
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